
林業における個人事業者等について

全日本森林林業木材関連産業労働組合連合会

（森林労連）

中央執行委員長 中村 恭士

１．個人事業者等の就労状況について

２．個人事業者等との連絡調整について

３．個人事業者等の安全衛生管理について

４．森林労連が考える個人事業者等に対する課題について
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合計 72 8 8 9 9 0 16 2 11 0 2 7

（参考）一人親方等の定義

一人親方

自伐林家

自伐型林業を行う者 他者の森林管理を受託し、施業を実施している個人事業者・NPO等（併せて、所有山林で林業を行っている場合も含む）

都道府県が把握した林業における個人事業者の災害の状況

※2015～2018年度の5年間で都道府県が把握したものを集計

出典：「令和２年度一人親方等の林業災害防止のための安全対策の調査委託事業 報告書」（林野庁）

一人親方

自伐林家

自伐型林業を行う者

上記分類をしていない

労働者を雇わずに自分自身のみ、または自分自身とその家族だけで林業を行っているもの

山林を所有して林業を営んでおり、自家労働を中心に自己所有林から素材を生産する林業を行っているもの
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出典：「令和２年度一人親方等の林業災害防止のための安全対策の調査委託事業 報告書」（林野庁）



　林業の作業現場は、多くの動植物が生息する自然環境であり、人にとって危険な動植物も

生息していることから注意が必要です。

　山の天候は、1日のうちでも変化することがあります。天気予報を確認し、作業に不適な時

は、無理に山に入らない判断も必要です。

　林業では、多くの道具を利用します。林業の生産性向上にあたっては、林業機械が多く導

入されるようになりました。生産性向上にともなって、機械の力も強くなる一方で、ひとたび事

故が起きると大災害となる恐れがあります。故障せず、安全に利用するためにも日々の点検を

欠かさず行いましょう。

　日々の活動により、体力を維持していくことが可能ですが、知らず知らずのうちに、年齢とと

もに運動機能は低下していきます。作業当日の体調に気を配り、これまでの経験を過信するこ

となく、作業ごとに安全対策を実施することが災害を防ぐために重要です。

農林水産業・食品産業の現場の新たな作業安全対策に関する有識者会議での議論を踏ま

え、作業安全を推進するための「規範」を策定しましたので、こちらも参考にしてください。

A T T E N T I O N作業の注意事項

詳しくはこちら → https://www.maff.go.jp/j/kanbo/sagyou_anzen/meeting.html

ウルシ、イラクサ、ノバラ 等 クマ、イノシシ、ニホンマムシ 等 蜂、マダニ、ヤマヒル、マツカレハ 等

資料出所：林業の一人親方等に対するアンケート

資料出所：林業の一人親方等に対するアンケート

●林業経験年数 ●一人作業の割合

資料出所：林業の一人親方等に対するアンケート 資料出所：林業の一人親方等に対するアンケート

林業の一人親方等の

安全対策
林業の一人親方等の

安全対策

林業の1年間の死傷者数は全産業の10倍！

一人親方の特徴

一人親方等の半数は60歳以上

一人親方等の２人に１人は作業中にケガ

林業における安全対策が急務です！

49%

6%

28%

17%

ケガをしたことは

ない

ケガ経験者

5 年以上～10年未満

11%

3 年以上～5 年未満

3%
1 年以上～3 年未満

2%

一人親方等の約８割が林業経験10年以上

のベテランです。

今一度、作業災害防止のため初心に戻って

安全を確認しましょう。

一人親方等が実施する各作業の約４割は

一人作業です。

自ら安全対策をすることが必要です。行政

等から最新の情報を入手し、定期的に安全

対策を見直しましょう。

地拵え、植林、

下刈り等

除伐、

切捨（保育）間伐

利用間伐
（造材・運材を含む）

主伐
（造材・運材を含む）

作業道作設、補修

森林調査

38%

42%

44%

45%

57%

44%

62%

58%

56%

55%

43%

56%
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10年以上

84%

一人作業 チーム作業

林業労働者のうち、1年間に発生する死傷者数は、約50人に１人で全産業の約500人に

1人の10倍です。

日数は覚えていないが、
ケガをした

休業４日以上のケガ

休業初日から３日目までのケガ

このパンフレットは、林業の一人親方等へ作業時の注意事項、

安全装備等を掲載し、作業災害を減らすことを目的としています。

併せて発注者や経営者にも従事者や請負者の安全確保のため、

本チラシも活用いただき安全対策の徹底や指導・教育を実施し

ていただきますようお願いします。

■ 10代 ■ 20代 ■ 30代 ■ 40代 ■ 50代 ■ 60代 ■ 70代 ■ 80歳以上

60歳以上が51.7%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

1.0
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地拵え、植林、森林調査

ヒヤリ・ハット上位３（一人親方アンケート結果） ヒヤリ・ハット上位３（一人親方アンケート結果） ヒヤリ・ハット上位３（一人親方アンケート結果） ヒヤリ・ハット上位３（一人親方アンケート結果）

・ 安定な姿勢、足場の確保

・ 現場の環境確認

・こまめな水分、塩分補給

作業別の安全対策

１

3

転びそうになった

落ちて（飛んで）きたものに当たりそうになった

原因：作業安全の確認が不十分

状況：大丈夫だと思った

落ちそうになった

原因：環境の未確認

状況：気がつかなかった

原因：無理な作業を行った

状況：安易に考えた

１

3

落ちて（飛んで）きたものに当たりそうになった

はさまれ（巻き込まれ）そうになった

原因：作業安全の確認が不十分

状況：大丈夫だと思った

切りそうになった

原因：無理な作業を行った

状況：安易に考えた

原因：作業姿勢の悪さ

状況：予想と違った

１ 転びそうになった

落ちそうになった

原因：作業安全の確認が不十分

状況：大丈夫だと思った

落ちて（飛んで）きたものに当たりそうになった

原因：無理な作業を行った

状況：体のバランスをくずした

原因：作業姿勢の悪さ

状況：気づかなかった

１

3

はさまれ（巻き込まれ）そうになった

転びそうになった・ぶつかりそうになった

原因：作業安全の確認が不十分。無理な作業を

　　  行った。機械の使用方法及び操作が不適切。

状況：大丈夫だと思った

2

原因：作業手順の間違い。

状況：あわてていた。

間伐、主伐、造材 下刈り、除伐、枝打ち、つるきり 集材・運材

①森林調査中に斜面を登ろうと、木に手をかけたとこ

ろ、木が腐っており転倒した。

②巻き落とし中に、足場を固定していなかったため、滑

り落ちた。

③植林中に、上から落ちてきた石にあたりそうになっ

た（上下作業を行っていた）。

3

安全装備の確認

事故の例

①かかり木が外れなかったので、放置して作業したと

ころ、突然倒れ直撃した。

②枝払い作業中にチェーンソーで自分の大腿部を切

創した。

③山の斜面で伐倒木の玉切り作業中、玉切り材が転が

りはさまれた。

事故の例

①除伐作業中、足を滑らせ転倒し、刈払機により足を切創

した。

②刈払機にて作業中、刈刃が石にあたりはじかれた（キッ

クバック）ことで、エンジン部分が背中にあたった。

③下刈り作業中に、山際で足を踏み外して３メートル転

落した。

事故の例

①ウィンチで吊り上げた木が暴れ、はさまれた。

②伐倒木の搬出のため、作業道を運行中のブル・ドー

ザーが路肩から転落した。

③丸太材をトラッククレーンで積込み作業中、荷台に積

み込んだ丸太材が落下し、激突した。

事故の例

災害防止のポイント

安全装備の確認 安全装備の確認 安全装備の確認

チェーンソー利用時は、間伐、主伐、造材を確認

刈り払い機を利用する場合は、下刈りの装備を確認 チェーンソー利用時は、間伐、主伐、造材を確認

ヘルメット

呼子

無線

ヘルメット

防災面
（バイザー）

呼子

刈払機腰バンド

甲ガード付き
先芯入り足袋

防護ブーツ
安全靴

防蜂ネット

無線

手袋

すべりにくい靴・
足袋

無線
呼子

防蜂ネットヘルメット
ヘルメット

チェーンソー
防護衣

（防護ズボン）

防護ブーツ

防災面
（バイザー）

防振用
グローブ

耳栓
（イヤマフ）

呼子

防護上着

無線

・ 上下作業

災害防止のポイント

・ 安定な姿勢、足場の確保

・ 現場の環境確認

・ 安全装備の着用

・ こまめな水分、塩分補給

災害防止のポイント

・ 安全な作業範囲の確保　

・ 林業機械ごとの安全対策
    の実施

・ 安全な場所への待避

災害防止のポイント

・安定な姿勢、足場の確保 

・ 現場の環境確認

・ 安全な場所への退避

・ くい止めの実施

・ 安全装備の着用

・ かかられている木の伐倒

・ 投げ倒し

・ かかり木の放置

・ 元玉切り

・近接作業

・上下作業

・運転席以外への乗車

・過積載走行

・積み荷の下に入らない

2 2 2

耳栓（イヤマフ）

防振用グローブ

すねあて

股バンド

落ちそうになった
原因：作業に必要な準備や点検が不十分。

           作業姿勢の悪さ。

状況：安易に考えた。予想と違った。




